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津波による被災地域

釜石製鉄所
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東
日
本
大
震
災
特
集

震
災
か
ら
約
半
年
が
経
過
し
た
現
在
、
被
災
し
た
釜
石
ほ
か
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ

の
各
拠
点
は
、
少
し
ず
つ
、
し
か
し
着
実
に
復
興
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

本
特
集
で
は
釜
石
地
域
を
中
心
に
、
震
災
後
、
生
活
基
盤
の
復
旧
・
地
域

支
援
や
、
製
鉄
所
・
工
場
の
設
備
復
旧
に
取
り
組
む
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ

社
員
の
姿
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

再
生
に
向
け
て
始
動
！ 

釜
石
製
鉄
所

再
生
に
向
け
て
始
動
！ 

釜
石
製
鉄
所



地
震
発
生

災
害
対
策
本
部
設
置

本
社
へ
第
一
報（
内
線
電
話
）

出
勤
者
の
安
否
確
認
完
了

所
長
が
出
張
先
よ
り
帰

所
、
陣
頭
指
揮

本
社
へ
詳
細
報
告
（
衛
星

電
話
）

行
政
や
病
院
か
ら
の
燃
料

供
給
要
請
に
対
応

帰
宅
困
難
者
に
備
蓄
食

料
を
配
給

対
策
会
議
（
安
否
確
認

最
優
先
を
指
示
）

安
否
確
認
名
簿
作
成
に

着
手・安
否
確
認
開
始（
グ

ル
ー
プ
17
社
の
社
員
・
家

族
）、
行
政
の
土
地
提
供

要
請
に
即
時
対
応
（
自
衛

隊
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
が
れ
き

置
き
場
な
ど
）

本
社
に
支
援
物
資
要
請

行
政
に
遺
体
安
置
所
を

提
供

震
災
対
応
組
織
を
整
備

（
紙
で
情
報
共
有
）、
支
援

物
資
第
一
便（
本
社
）到
着
、

物
資
の
配
分
ル
ー
ル
作
成

本
事
務
所
に
炊
き
出
し
用

食
糧
確
保
、
釜
石
市
へ
支

援
物
資
搬
入
、
仮
設
住
宅

用
地
提
供
、
内
線
電
話
復

旧
、
本
事
務
所
照
明
復
旧

（
発
電
機
）

6
30日（

日
）

13
日（
月
）

14
日（
火
）

15
日（
水
）

16 震
災
後
１
ヵ
月
間
の
出
来
事

日（
金
）

11
日（
土
）

12 14
46

15
00

14
48

14
50

17
00
頃

21
00
頃

3
月

地
震
発
生
後
、
釜
石
市
内
は
製
鉄
所
を
含
め
て
全
域
で

停
電
。
そ
の
約
30
分
後
、
信
号
が
機
能
せ
ず
交
通
が
麻
痺

す
る
中
で
大
津
波
が
直
撃
し
、
市
街
地
を
飲
み
込
ん
だ
。

釜
石
製
鉄
所
の
グ
ル
ー
プ
社
員
・
家
族
の
中
か
ら
も

多
数
の
死
亡
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、
グ
ル
ー
プ
社

員
の
約
２
割
が
住
居
を
失
っ
た
。
ま
た
、
製
鉄
所
で
は

国
内
向
け
製
品
出
荷
を
行
う
北
桟
橋
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ（
※
１
）用

石
炭
・
ビ
レ
ッ
ト
受
け
入
れ
や
製
品
輸
出
を
行
う
南
桟

橋
な
ど
港
湾
・
物
流
設
備
が
、
大
津
波
の
直
撃
で
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
、
線
材
工
場
や
電
力
工
場（
※
１
）な

ど
構
内
の
建
屋
も
一
部
損
傷
・
冠
水
し
た
。

巨
大
津
波
が
市
街
地
を
飲
み
込
む
。

釜
石
地
域
が
未
曾
有
の
被
害

電力工場にも津波が押し寄せて冠水。

製鉄所前の国道283号線に押し寄せた津波。被害を免れた本事務所前の敷地から所員が
ロープを投げて、車内に取り残された人の救助にあたった。 写真提供：岩手日報社『平成の三陸大津波』

釜石製鉄所では、操業用電力のほぼ全量を東北電力から買電している。
一方電力工場では、IPP（Independent Power Producer：独立系発電事業者）として発電した電力の全量を東北電力に売電している。

（※１）
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２
０
１
１
年
３
月
11
日
14
時
46
分
、

宮
城
県
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の

巨
大
地
震
が
発
生
し
、
東
北
沿
岸

地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
釜
石
製
鉄
所
・
君
津
製
鉄
所

の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
・
関
連
協
力
会

社
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
特
に
釜

石
製
鉄
所
で
は
地
震
と
大
津
波
に

よ
り
、
港
湾
設
備
な
ど
が
損
壊
し
即

時
操
業
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
本

特
集
の
第
１
章
で
は
釜
石
地
域
の
被

災
状
況
と
、
製
鉄
所
に
よ
る
初
動

対
応
や
生
活
基
盤
・
地
域
の
復
旧

に
向
け
た
取
り
組
み
を
振
り
返
る
。

　
　
　 

地
域
と
共
に
生
き
る
製
鉄
所
と
し
て

│

生
活
基
盤
の
復
旧
・
支
援
に
取
り
組
む

第

1
章

津波により、荷役中だった大型船が直撃し半壊
した全天候バース（北桟橋）。

原料輸送の動脈を担うコンベアが崩壊。
アンローダや岸壁クレーンも損壊・浸水した。

中央バースが亀裂、陥没。



日（
木
）

17
日（
金
）

18
日（
土
）〜

19
日（
日
）〜

20
日（
月
）〜

21
日（
火
）

22
日（
木
）

31

出
勤
者
へ
の
炊
き
出
し
開

始（
４
月
下
旬
ま
で
継
続
）

受
電
再
開
、
飲
料
水
通
水

所
幹
部
に
よ
る
避
難
所

激
励
訪
問

行
政
と
連
携
し
、
避
難

所
へ
物
資
支
援

線
材
工
場
大
浴
場
を
被

災
者
に
開
放

組
織
体
制
見
直
し
（
復

旧
対
応
を
強
化
）、
安
否

確
認
を
各
工
場
・
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
実
施
す
る
体

制
に
変
更
、
自
宅
避
難

者
へ
の
物
資
提
供
開
始

所
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

（
安
否
確
認
・
生
活
基

盤
再
生
と
生
産
設
備
復

旧
の
両
輪
で
）

外
線
電
話
復
旧

シ
ス
テ
ム
回
線
復
旧
（
７

日
の
余
震
で一
時
寸
断
）

社
内
メ
ー
ル
復
旧

全
シ
ス
テ
ム
復
旧

宗
岡
社
長
が
激
励
訪
問
、

線
材
工
場
稼
働
（
圧
延

再
開
） 4

月

日（
水
）

13
日（
火
）

12
日（
月
）

11
日（
火
）

5
日（
月
）

4

被
災
し
た
仲
間
に
思
い
を
馳
せ
、

支
援
物
資
を
現
地
に

本
人
と
家
族
の
命
が
最
優
先
。

社
員
と
家
族
の
安
否
確
認
に
奔
走

釜石製鉄所 総務部 
総務グループリーダー

奥野 大輔
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「災害対策本部」では、名簿から作成した捜索マップ（写真
2段目）で順路を確認し、グループ社員・家族6,100名の
安否確認を行った。

釜石市・大槌町など被災エリアごとに “足 ”で安否確認
が行われた。

各地から続々と届く支援物資は釜石本事務所の
2階に集められ、物資班が配布した。

釜石製鉄所の女性所員が炊き出しを行い、
社員に手作りのおにぎりが振舞われた。震災
当初は飲料水にも不自由しながらも、鍋で
ご飯を炊いた。

本社やグループ各社、お客様などからの支援物資は、
東京物流センターを中継基地として現地に運ばれた。

各製鉄所でも総力を挙げて物資調達・輸送を実施。
設備の早期復旧に向け、各製鉄所の設備技術者が
トラックに同乗した。



地
域
を
支
え
る

製
鉄
マ
ン
と
し
て

釜石シーウェイブスの部員が物資の
運搬や介護支援（停電時の階段移動）
など、独自の地域支援活動を行った。

市民に開放された線材工場の大浴場と避難所を巡回する送迎バス。
７月９日まで延べ6,000人の市民が疲れを癒した。

避難所生活では多くの所員・OBが地域住民のまとめ役となった。所長がグループ社員を
慰問した際に、避難所生活者全員への激励挨拶を求められる一幕もあった。

製鉄所構内の空き地は市街地から集められた
がれき置き場として活用された。

市に対して、被災者向けの仮設住宅用地を
提供（写真は松倉サッカー場）。

製鉄所構内の土地・建物を、津波被害を
受けた官公庁の仮事務所として提供。

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
、

地
域
の
支
援
活
動
に
取
り
組
む

避難所解散の日に、被災者でバーベキュー大会。

行方不明者の捜索、がれき撤去にあたる当社社員。市民
からは製鉄所員の青い作業服を見ると安心したという
声も聞かれた。
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釜
石
市
企
業
立
地
推
進
本
部

副
本
部
長

佐
々 

隆
裕
氏

釜
石
製
鉄
所
長

谷
田 

雅
志 

製
鉄
所
の
稼
働
が
復
興
へ
の
希
望
を
与
え
る

所
員
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
地
域
で
の
信
頼
の
礎
に

　

釜
石
製
鉄
所
で
は
安
否
の
確
認
・

地
域
の
復
旧
を
最
優
先
に
、
震
災
直

後
か
ら
各
人
が
自
身
の
役
割
を
認
識

し
迅
速
に
実
行
で
き
る
態
勢
づ
く
り

を
行
い
、
地
域
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

通
じ
て
、「
所
員
一
人
ひ
と
り
が
、
長

年
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
い
、

そ
れ
が
当
社
に
対
す
る
地
域
の
信
頼

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
」「
自
ら
考

え
現
場
・
現
物
で
行
動
す
る
な
ど
、

当
社
の
社
員
行
動
指
針
に
盛
り
込
ま

れ
た
内
容
が
、
復
旧
活
動
に
お
い
て

も
重
要
な
指
針
と
な
っ
た
こ
と
」を

　

震
災
で
不
通
と
な
っ
た
国
道
45
号

線
に
代
わ
り
、
今
年
３
月
５
日
に
開

通
し
た
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
が〝
命

の
道
〞と
な
り
、
震
災
直
後
に
は
釜

石
市
周
辺
地
域
を
含
め
９
０
０
０
人

を
超
え
る
人
々
が
、
市
の
避
難
所
に

押
し
寄
せ
ま
し
た
。
新
日
鉄
さ
ん
に

は
、
自
ら
も
甚
大
な
被
害
に
遭
っ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
関
係
施
設
の
開

放
や
用
地
提
供
を
快
く
お
引
き
受
け

い
た
だ
き
ま
し
た
。
加
え
て
物
資
提

供
や
製
鉄
所
構
内
の
風
呂
開
放
な
ど

の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
の
混
乱
の
中
で
、
た
く
さ

ん
の
市
民
の
方
か
ら「
製
鉄
所
が
再

稼
働
し
て
初
め
て
復
興
が
ス
タ
ー
ト

す
る
」と
い
う
期
待
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
3
月
末
に
本
格
的
な
設

備
復
旧
を
決
断
し
、お
客
様
・
全
社
・

グ
ル
ー
プ
各
社
の
ご
支
援
の
も
と
、

現
在
着
実
に
復
旧
・
復
興
を
進
め
て

い
ま
す
。〝
近
代
製
鉄
発
祥
の
地
〞で
、

今
後
も
地
域
と
共
に
生
き
る
製
鉄
所

と
し
て
、
所
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の

危
機
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

生
活
基
盤
の
復
旧
が
進
む
中
、
市

民
の
間
で
は
、
被
災
し
た
企
業
の
生

産
再
開
や
雇
用
が
大
き
な
関
心
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
日
鉄
さ
ん
と
共

に
公
共
埠
頭
の
活
用
を
検
討
し
、
製

鉄
所
や
関
連
企
業
が
４
月
か
ら
順
次

生
産
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
釜
石
市
民
に
大
き
な
希
望
と

勇
気
を
与
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

製
鉄
所
と
共
に
、
市
民
が
希
望
を
持

て
る
地
域
の
復
興
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

被災した小学生を対象に、ラグビー
教室や炊き出しなどを行った。右写
真は、吉永小百合さんから寄贈され
たTシャツを着て指導する釜石シー
ウェイブス部員。
９月11日、秩父宮ラグビー場で今季
初戦が行われ、日野自動車に41 0 
で快勝した（左写真）。

釜石製鉄所 製造部
電力工場 マネジャー

佐々木 慶一
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設
備
復
旧
に
向
け
た
所
長
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
、
製
鉄
所
設
備
の
復
旧
活
動

は
、
線
材
圧
延
・
出
荷
の
早
期
再
開
と
電

力
需
給
の
ひ
っ
迫
す
る
夏
場
前
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ

（
電
力
工
場
）稼
働
再
開
を
目
指
し
、
社
内

各
部
門
の
応
援
を
得
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。

線
材
工
場
―
―

〝
釜
石m

ade

〞の
高
級
線
材
を

再
び
世
界
に

圧延を再開した線材工場

釜石製鉄所 製造部
線材工場 係長

佐々木 順一
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生
産
再
開
へ
│

釜
石
製
鉄
所
、

復
旧
に
向
け
力
強
く
始
動
！

地
域
に
希
望
と
勇
気
を

第

2
章

組合が結成した「釜石元気づくり委員会」では、復興メッセージの看板を手作りで作成し、
市民の目にもふれる製鉄所前に設置。地域と共に復興を目指す決意を新たにした。

線材工場が生産再開した4月13日に宗岡社長が来所し全所員
を激励。「新日鉄は釜石製鉄所と共にある」という言葉は、復興
支援と生産再開に取り組む所員の気持ちを一つにした。

釜
石
製
鉄
所
で
は
震
災
か
ら
20
日
を
経
過
し
た
３
月
31
日
、
谷
田
所
長
が
所
員
・
グ
ル
ー
プ
社
員

に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。
引
き
続
き
被
災
者
の
支
援
・
地
域
の
復
旧
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
製
鉄
所
の
生
産
再
開
に
向
け
た
復
旧
作
業
を
本
格
化
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

地
域
や
お
客
様
か
ら
の
１
日
も
早
い
製
鉄
所
の
操
業
再
開
を
望
む
声
に
後
押
し
さ
れ
た
も
の
だ
。

第
２
章
で
は
、
生
産
再
開
に
動
き
出
し
た
製
鉄
所
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。



釜石製鉄所 製造部 
電力工場 マネジャー

三浦 祥精
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7月1日の運転再開と同時に煙突から水蒸気を排出した IPP設備。
市民を勇気づける地域振興のシンボルにもなっている。

6月 20日、試運転により受変電設備、各種エネルギー機器の健全性・
安全性を確認。途中トラブルもあったが予定通り設備の立ち上げを実現した。

構内の石炭揚陸設備が損壊したため、5月7日から公共埠頭での石炭
揚陸、トラック輸送を開始。IPP運転再開に向けて石炭の備蓄を行った。

電
力
工
場
―
―

地
域
へ
の
電
力
供
給
の
責
任
を

担
い
フ
ル
稼
働
へ



来年1月の完工を目指して復旧に取り組む中央バース。

製鉄所の動脈を担うパイプコンベアの復旧工事が急ピッチで
進んだ（8月31日完工）。

4月中旬～5月中旬にスタートした公共埠頭でのビレットの荷揚げと線材出荷。

港
湾
設
備
―
―

プ
ロ
集
団
の
総
合
力
で

着
実
な
復
旧
を
進
め
る

北桟橋

南桟橋

中央バース

5号岸壁クレーン

コンベア

線材出荷（国内）

中央
バース
崩壊

全壊

中壊

全壊

クレ ンクレーン
半壊

南桟橋
陥没

全天候
バース
半壊

テント倉庫

テ
ン
ト

テ
ン
ト

電
気
室

桟
橋
倉
庫

倉庫輸送管理
センター

7号岸壁クレーン

KGC NO2号
アンローダ

KGC NO1号
アンローダ

線材出荷（輸出）

ビレット・石炭受け入れ

釜 石 港

港湾設備の被害状況

釜石製鉄所 製造部
設備グループリーダー

川畑 輝夫
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線
材
工
場
圧
延
再
開

ビ
レ
ッ
ト
分
譲
受
入
再
開

（
公
共
埠
頭
）

線
材
国
内
向
け
海
送
出
荷

再
開
（
公
共
埠
頭
）

Ｉ
Ｐ
Ｐ
用
石
炭
受
入
再
開

（
公
共
埠
頭
）

線
材
輸
出
出
荷
再
開（
公

共
埠
頭
）

Ｉ
Ｐ
Ｐ
運
転
再
開

ビ
レ
ッ
ト
分
譲
受
入
再
開

（
南
桟
橋
７
号
ク
レ
ー
ン

復
旧
）

パ
イ
プ
コ
ン
ベ
ア
復
旧

製
鉄
所
で
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
用
石

炭
受
入
再
開

中
央
バ
ー
ス
復
旧

線
材
輸
出
再
開（
南
桟
橋

復
旧
）

線
材
国
内
出
荷
再
開
（
全

天
候
バ
ー
ス
復
旧
）

復
旧
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
概
要

日（
火
）

19
日（
日
）

24
日（
水
）

13
日（
金
）

9
日（
土
）

7
日（
木
）

12
日（
金
）

1
日（
水
）

31
日（
土
）

23

4
月

5
月

7
月

8
月

9
月

2

0

1

2

年

1
月
予
定

4
月
予
定

3
月
予
定



サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
―
―

お
客
様
の
ご
支
援
を
得
な
が
ら

釜
石
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
対
応
を
行
う

棒線営業部 企画・調整
グループ マネジャー

國安 信昭
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君津線材工場では圧延工事を延期して釜石のバックアップ対応を行い、お客様へ
のデリバリーを守った。写真は、再開した君津から釜石向けのビレット出荷の様子。

代
表
取
締
役
副
社
長（
地
震
対
策
統
括
本
部
長
）　
進
藤 

孝
生

情
報
共
有
と
平
時
の
備
え
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

初
め
に
、
今
回
の
震
災
で
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
お
取
引
先
の
皆
様
を
は

じ
め
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
会
社
や
関
係
者

の
多
数
の
方
々
か
ら
お
見
舞
い
・
ご
支
援

を
頂
戴
し
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
一
方
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
社
員
や

Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
自
身
も
被
災
す
る
中
、
自

ら
の
判
断
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
支
援
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
現

在
も
困
難
な
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
が
、

釜
石
地
域
の
方
々
と
共
に
乗
り
越
え
て
い

く
決
意
で
す
。

　

さ
て
今
回
の
震
災
で
は
、「
情
報
イ
ン
フ
ラ
」

と「
平
時
か
ら
の
備
え
」の
大
切
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。
震
災
当
日
の
夜
、当
社
で
は
本
社
・

釜
石
間
で
一
本
の
衛
星
電
話
が
つ
な
が
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
一
本
の
お
か
げ
で
、
被
災

の
状
況
や
安
否
確
認
、
初
動
対
応
、
必
要
な

支
援
物
資
の
内
容
、
そ
の
調
達
・
運
搬
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
、
本
社
・
製
鉄
所
間
で
共

有
で
き
ま
し
た
。
こ
の
お
か
げ
で
辛
く
厳
し

い
極
限
状
態
の
中
で
も
、
関
係
者
の
方
々
が
、

あ
る
種
の「
安
心
感
」を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
が
あ
る
中
で
、
連
続
的
に
重
要
な

決
断
を
迫
ら
れ
ま
す
。
避
難
訓
練
の
徹
底
や

非
常
用
物
資
の
備
蓄
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
か

ら
考
え
方
を
整
理
し
、
緊
急
時
に
お
け
る
対

応
策
の
優
先
順
位
、す
な
わ
ち
①
ま
ず
社
員
・

家
族
の
生
命
を
守
り
、
②
社
外
へ
の
被
害
拡

大
を
防
止
し
、③
そ
の
上
で
地
域
へ
の
協
力
・

貢
献
を
行
い
、
④
最
後
に
設
備
の
復
旧
に
取

り
組
む
こ
と
、
こ
れ
を
頭
に
入
れ
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

今
後
当
社
は
こ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
対
策
に
、

建
屋
の
耐
震
対
策
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を
加

え
て
、
こ
の
両
面
か
ら
災
害
対
策
強
化
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
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